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画面

韓

第
二
十
一
審

静

任
意
に
そ
の
生
命
を
絶
つ
に
至
る
べ
き
盆
丁
諸
問
告
は
自
己

C
E
S
は
設
す
た
り
)
決
心
の
倫
理
的
評
僚
は
、

自
説
統
計
論

自

殺

( 

) 

1台

一一?寸一一一-一一一一一

統

論

計

目

女

ゆ
る
時
代
に
於

τ園
民
及
閥
民
階
級
を
異
に
す
る
に
よ
h
、
そ
の
越
を
異
に
し
た
る
ご
共
に
、
今
日
も
拘
然
h
、

ゐ
ら

ャサ.占司寝込崎覗駒格緯舟蜘物抽継問"砂川抗日併の砕い J 

第

節

自
説
続
計
諭
白
研
究
範
圏

、

自
説
決
品
目
倫
瑚
的
評
欄

A
白
裂
未
溢

自
混
と
自
業
死

、

宮B 手j 自

E 他程
括 的末z自 選。設。
加 と結

症 利計
自 忌難

霊長

四五司、、」'

圃
家
且
敬
曾
主
自
殺

第
一
節

自
殺
統
計
論
の
研
究
範
園



古
希
臓
及
羅
馬
人
間
に
あ

h
τ
は
、
自
殺
が
特
定
事
情
の
下
行
は
れ
た
る
も
の
な
る
限
b
‘
帰
議
さ
れ
得
ぺ
き
行

み仙川崎吟畑 弱時

鋳
ご
せ
ら
れ
た
b
、
N
B
o
F
E
E
P
2
2
-
P
E
及
回
自
R
仰
は
自
殺
せ
る
古
人
に
し
て
、
有
名
な
り
し
人
々
中

に
教
へ
ら
る
、
叉
巴
O
B
o
a
F
2
2
5
P
E
E
E・
出
自
包
『
巴
及
回
E
昨
日
は
、
敵
の
捕
虜
ご
な
る
こ
ご
を
遊
〈
る

た
め
、
自
殺
を
行
へ
・
9
、
自
殺
は
そ
れ
自
館
ご
し
て
は
、
品
官
能
幼
稚
の
徴
た
ら
?
、
米
国
の
革
命
的
闘
守
に
於
り

る
意
気
鎗
抗
期
に
あ

h
て
は
‘
戸
司
自
立
ロ
m
g
p
は
殆
ん
け
と
死
を
歓
迎
す
る
程
度
に
落
脆
せ
り
、
回
一
ω
日
昭
島
以
曾
て

自
殺
を
意
闘
し
た

h
、
奈
破
織
は
を
の
第
一
一
期
援
の
後
、
車
時
を
飲
み
て
自
殺
を
試
み
た

h
、
〉
『
岡
山
町
山
ヨ
ロ
ロ
no一ロ

ロ目、バートナ
E

の
法
律
事
務
組
合
員
た
h
、
叉
彼
の
侍
記
を
著
は
せ
る

Z
2昆
自

は

口
R
o
F
の
愛
人
た
り
し
同
z
z
a問
。
娘
の

死
後
、
ロ
ロ

g
Z
の
諸
友
人
は
、
彼
が
「
附
探
陰
惨
な
る
天
気
の
た
め
、
元
気
を
鈎
沈
せ
し
め
、
た
め
仁
白
か
ら
そ

邦
維
新
前
に
於
て
武
士
階
級
が
、

一
犯
罪
を
腕
ふ
た
め
、
又
は
敵
手
に
摘
は
る
、
こ
ご
を
避
〈
る
た
め
、
叉
己
れ

河川 ，""'r，'~f"，\，明報桝"i$-~印刷川~-" '.'， 

の
生
命
を
絶
つ
に
雫
ら
ん
」
こ
ご
を
怖
れ
、
厳
重
に
彼
を
見
張
b
た
る
こ
正
を
設
(
.
凡
て
自
殺
を
行
ひ
叉
は
之

を
企
て
、
叉
は
自
殺
の
瀬
戸
際
迄
進
み
し
、
世
界
の
体
人
に
闘
す
る
質
例
は
、
術
幾
倍
に
も
増
さ
れ
得
ぺ
し
、
唯

そ
の
問
欧
洲
に
て
は
基
督
数
岡
敬
正
せ
ら
る
、
に
至
り
、
自
殺
を
以
て
嫌
忌
す
ぺ
き
も
の
ご
す
る
に
至
れ

h
、
本

の
忠
義
心
を
表
明
す
る
た
め
、
自
殺
す
る
を
以

τ美
徳
吉
す
る
の
風
捌
闘
を
・
養
ひ
来
h
し
は
蕊
に
製
設
す
る
迄
も

な
し
、
支
那
に
て
も
現
代
支
那
準
者
ご
し
て
名
あ
る
、
米
人
利
率
博
士
〉
邑
E
「
出

印
白
山
岳
の
詑
〈
所
に
よ
る

に
、
者
、
き
娘
は
秘
密
同
盟
を
結
び
、

か
〈
て
婚
姻
契
約
を
結
び
叉
は
結
婚
せ
る
後
、

一
定
年
月
内
に
自
殺
を
行
ふ

論

議

自
設
統
計
論

第
二
十
一
巻

五言

腕

士
) 

七



'
ー

議

論

自
費
統
計
諦

第
二
十
一
巻

第

貌

J、
) 

J、

べ
し
ご
約
束
す
ご

L
、
叉
自
殺
行
潟
が
「
子
供
に
よ

b
て
も
行
は
れ
、
而

b
比
較
的
些
細
の
原
因
に
よ

b
行
は
る
、

を
は
時
子
し
て
泡
腐
同
様
に
蔓
延
し
、
自
殺
に
あ
ζ

が
る
、
ニ
ご
は
m

事
質
上
一
疫
病
正
な
る
」
ご
せ

b
、
叉
支

那
は
犯
人
た
る
大
官
に
自
殺
を
行
ふ
こ
ご
を
許

L
、
否
寧
ろ
一
の
特
別
恩
恵
行
錯
正

L
て
、
自
殺
命
令
を
下
す
こ

言
、
恰
も
我
徳
川
時
代
の
申
付
け
「
切
腹
し
に
似
た
る
鮎
に
於
て
、
多
分
現
時
の
世
界
に
唯
一
な

b

-
ロ
〕
百
『
出
旦
】
-

叶
げ
百
四
回
口
Z
ロ
宮
内
巾
白
裂
の
羽
下

ι
は
、
「
白
毅
由
園
、
一
年
中
五
十
前
件
し
と
題
せ
る
.
一
λ
1
λ
年
設
事
。
一
事
抱
全
文
を
引
用
L
、
結
局
入
口

由
権
鑑
凹
憶
と
し
て
、
人
口
四
百
人
に
つ
き
自
殺
一
人
白
割
合
と
な
る
べ
き
も
、
之
に
づ
き
酔
昨
日
品
計
監
備
は
る
の
望
位
、
向
描
四
十
年
目
後
に
か
あ
ら
ん

と
せ
り
)
印
度
の
特
殊
宗
振
に
て
は
、
比
較
的
近
時
に
至
る
迄
、
宗
教
的
動
機
に
基
づ
〈
熱
狂
的
自
殺
の
諸
事
例
は

示
さ
れ
、
夫
等
の
熱
狂
者
は
本
容
出
向
島
官
仰
の
偶
像
、
吉
岡
向
。
ョ

E
昨
の
御
輿
に
機
か
れ

τ死
を
求
め
、
又
印
度
政

府
は
夫
の
死
後
そ
の
妻
自
殺
す
る
の
風
朝
日
(
郎
ち
皐
帥
抽
死

E【

Z
P
5
Z
Z
S
F
E
d
a
g
g
を
阻
止
す
る
こ
正
に
困
難
を

重
ね
た
b
、
(
抵
年
に
て
も
ペ
ル
ガ
ル
洲
に
て
、
一
九
O
回
年
男
六
七
七
、
女
二
O
九
O
の
自
殺
あ
り
、
マ
ド
一
フ
九
政
踊
管
下
に
て
は
男
七
八
O
宜

丸
七
七
位
自
明
で
す
ふ
従
ひ

τ叉
現
今
に
於
て
も
、
自
殺
は
恥
辱
な
h
J
卑
怯
な
h
J
、
そ
の
決
心
に
は
道
徳
上
幾
分
か
非

難
す
べ
き
も

ωゐ
hJ
ご
す
る
、
多
数
者
ゐ
る

Z
共
に
、
調
立
不
届
輔
の
剛
毅
は
、
そ
の
決
心
に
一
市
古
る
ご
す
る
少
数

者
ゐ

b
t
難
色
.
そ
の
行
局
を
以
て
道
徳
上
無
関
心
た
り
得
ぺ
し
己
な
さ

M
Y

る
ニ

Z
、
そ
の
符
矯
が
一
の
逸
軌
た

る
こ
ご
に
つ
き
て
は
、
高
人
の
一
致
す
る
所
な

h
、
き
れ
ば
詳
別
を
付
せ
る
此
現
象
の
統
計
は
、
疑
も
な
く
道
徳

統
計
論
の
範
閣
に
蹄
す
、
而
も
亦
引
続
き
詳
設
さ
る
べ
き
が
如
〈
、
世
曾
的
疾
患
の
他
の
一
兆
候
に
も
、
亦
考
察

cf. The Encyclopedia Americana， '23 Vol. 25. p. 806 i Harmsworth， 

Univt!rsal Encyclopedia. p. 7400; Prinzing. Handbl1ch der Medizi即日h-

en Statistik. S. 356 

• 
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を
及
ぽ
す
こ
正
、
す
ぺ
し
、
即
も
自
殺
へ
の
傾
き

ω
巳
Z
昨
日
白
骨
内
出
向
E
m
w
R
E
S
Q
S
E
E
m
換
言
す
れ
ば
諌

期
の
目
的
を
漣
せ
ざ

h
L自
殺
未
遂
印
。

-Z目
。
包
括
2
5宮
、
民
門
3
1
E
E巳
号
を
も
、
原
則
的
に
は
問
ふ
こ
ご

、
す
吋
き
な
り
、

か
〈
て
別
に
人
口
統
計
論
に
於
て
、
自
殺
を
問
ふ
こ
ど
ゐ
り
ご
し
て
も
、
そ
は
死
因
の
統
計
を

一
市
す
に
賞
h
、
之
を
以
て
幾
多
死
因
中
の
一
つ
ご
し
て
、
取
扱
ふ
に
過
ぎ
ぎ
る
ぺ
し
。

濁
逸
に
ゐ
b
て
は
使
U
馴
れ
た
る
用
語
叩
巳
『
民
自
o
E
に
代
ふ
る
に
、
近
年
往
々
に
し
て
使
用
せ
ら
る
、
こ
ご
、

な

b
L
、
用
証
剛
山
色
『
件
印
宮
口
聞
を
以
て
せ
ん
ど
す
る
人
あ
る
も
、
(
山
岳
日
告
官
?
E
E
F
E
N
S
E
E
H
E
r
-
凹
出
況
に
は
所
端

印

m
g
a
E。
ι
客
観
的
に
言
へ
ば
目
。
]
E
7
5
5聞
と
せ
り
)
〈
宮
山
三
は
そ
の
意
見
に
謝
L
疑
を
捕
む
ぺ
し
ご
し
、
寧
ろ
後
の

用
語
を
特
定
の
場
合
に
限
る
こ
さ
、
せ
k

リ
、
却
も
人
の
特
定
蕗
柏
崎
に
よ
ち
、

そ
の
意
向
上
叉
直
接
に
死
の
影
響
を

生
む
べ
き
こ
ご
を
期
せ
る
に
非
守
、
寧
み
質
際
上
臨
機
に
か
、
る
影
響
を
生
め
る
に
過
ぎ
十
ご
す
べ

f
、
従
凡
V

て

叉
概
し
て
統
計
仁
ぜ
る
の
目
的
上
、
明
確
に
限
定
さ
れ
待
ぺ

L
E
な
L
粂
白
ぺ
き
・

一
切
の
事
例
を
さ
す
た
め

に
、
之
を
使
用
す
る
こ
ご
、
せ
h
、
夫
れ
自
殺
£
言
ふ
場
合
、
最
演
義
に
よ
ら
ば
一
人
(
一
生
物
)
の
行
錯
に
し
て
、

天
命
を
待
た
争
、
蛍
該
個
人
を
死
仁
致
苫
し
め
ん
こ
ご
を
目
的
ご
す
る
も
の
を
指
す
ご
し
、
従
ひ

τ自
殺
未
遂
を

も
そ
の
中
に
合
ま
し
め
得
ぺ
き
し
そ
の
蛍
然
の
意
義
に
よ
れ
ば
、
従
ひ
て
嘗
該
事
件
の
静
岡
慣
及
命
名
上
、
普
通
に

決
定
的
な
る
用
例
仁
則
れ
ば
、
人
が
そ
の
天
命
を
待
た
宇
・
生
存
者
の
仲
間
よ
ら
白
か
ら
進
み
て
別
れ
行
(
ぺ

第
二
十
一
巻

第

披

叢

前

自
殺
麓
計
論

九
) 

サL

1. s. Mo回 lstatistikin 5tat出品 inDeutschland cf. Arnold Wadler， 
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4時

事長争時台弘内イタ糾 ギ片付制;f，i"i事己判的向剛醐畑地明糊嗣棚酬伶蝉耕輔 勲 醐 糊 襲 撃 糊 轍 V，WK，-'" 



!1一一一一一

J
!
"
J
J
l
l
j
i
l
 

論

設

=一O
)

O 

自
設
統
計
論

第
二
十
一
巻

第

抗

主
、
念
品
盤
的
個
別
事
例
を
指
す
、
そ
の
行
潟
者
の
意
向
が
、
精
神
に
異
放
な
〈

L
τ
巣
き
る
、
ご
、
精
品
脚
又
は
身

僅
の
病
的
紋
態
に
於

τ果
き
る
、
ご
は
之
を
問
は
宇
o

尤
も
身
鱈
特
に
精
利
上
の
素
質
如
何
に
よ
b
、
分
た
ん
正

す
る
右
の
二
別
は
、
沿
革
上
の
怠
義
あ
る
の
み
な
ら
す
、
責
任
問
題
に
関
係
す
る
を
以
て
、
〉
ヨ
o
E
国
立
互
の

如
き
は
之
を
分
つ
の
目
的
上
、
般
A
T
ば
凹

n
E
2
1
m
a図
。
一
且
町
一
回
に
存
在
せ
る
が
如
量
、
立
法
策
苫
し
て
の
自
殺
者

の
屍
健
義
務
解
剖
制
を
、
採
用
せ
ん
ご
提
案
せ

h
、
此
穂
の
方
策
は
敬
度
の
見
地
よ

h
、
あ
ら
ゆ
る
非
難
め
る
に

幽 幽

拘
は
ら
す
・
之
が
た
め
仁
一
宮
に
統
計
亭
の
み
な
ら
守
、
四
百
事
特
に
精
肺
病
曜
は
、
貴
重
な
る
結
果
を
集
め
得
べ
き

*
 

こ
ご
、
な
ら
ん
・
現
に
同
・

2-EH且
O氏
(
F
E
r
r
n一円

F
m
m
F
E
E
O『【
r
d
o
u
)
が
男
女
自
殺
者
三
六
二
人
(
凋
ニ

八
三
女
七
九
)
を
、
解
剖
せ
る
所
に
よ
る
仁
、
責
任
能
力
損
傷
さ
れ
た
る
事
例
一
五
九
郎
も
四
三
・
丸
併
を
後
見
せ

り
、
そ
の
中
に
は
四
三
の
老
齢
、

五
つ
の
小
き
脳
、

一
七
の
月
経
期
中
を
算
入
せ

b
、
又
国
内
]
]
日
(
N
日
ド
岳
町
。

〈

O
B
m
o
F件
目
o
E・
冨

E
の「

5
2
u
a
-
宅
R
r
o
E
n
F吋
同

ゆ

0
0
)
は
三

O
Oの
解
剖
中
、
四
一
二
%
の
炉
、
る
放
鶴
を
後

対
*

見
せ
り
、
そ
の
外
の
E
宅
が
一
九

O
四
乃
至
。
六
年
中
、
昌
吉
η
『
自

の
精
榊
病
臨
床
に
、
引
渡
さ
れ
た
る
自
殺

箇圃曲

候
補
者
二
一
四
人
に
就
き
(
両
市
に
て
は
自
殺
木
議
行
結
賀
行
中
E
、
且
附
け
ら
れ
た
る
各
人
は
、
4
F
L

る
臨
尿
に
引
雄
君
主
験
せ
る
所

に
よ
る
に
、
精
紳
に
異
放
な
き
は
一
人
の
み
た
h
J
、
告
は
二
十
一
歳
に

L
て
純
娠
入
ヶ
月
の
下
蝉
ゐ
h
れ
叫
〈
白

殺
を
以
て
人
の
身
健
精
脚
上
の
素
質
じ
基
づ
〈
、
自
然
必
至
の
行
錯
視
せ
ん
正
す
る
の
主
張
は
、
我
邦
の
法
欝
皐

者
三
固
定
則
氏
に
よ
り
て
も
、
懐
抱
せ
ら
る
、
に
似
た

h
、
(
大
正
十
二
年
五
月
凡
日
以
後
大
限
毎
日
新
聞
所
蔵
同
氏
自
設
雲
間
)

持 cr.¥Vadlcr， op. cit.. S. 660. 
持争 cf. Prinzing， op. cil.， S. 4'ヰ

長 制 cf.Alfons Fischer， Grundriss dcr soualcn Hygiene， '13 s. 336. 
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夫
れ
自
殺
者
は
少
〈
正
も
自
殺
の
瞬
間
に
於
て
は
、

一
時
的
精
一
脚
異
扶
あ
ち
ご
す
ぺ
き
に
非
る
や
の
問
題
に
、
答

ふ
べ
き
は
統
計
事
の
分
に
非
宇
し
て
、
哲
血
中
叉
糧
事
に
委
泊
べ
き
所
な
与
、
又
自
殺
者
じ
は
悉
(
精
神
の
異
航
ゐ

る
こ
吉
、
立
設
さ
れ
た

b
ご
し
て
も
、

そ
の
外
一
一
切
の
場
合
に
何
等
憐
分
の
自
殺
動
機
を
伴
ふ
こ
ピ
な
し
吉
、
断

じ
得
べ
き
ゃ
に
つ
き
て
は
疑
を
存
す
る
も
の
な

h
E
雄
も
・
五
回
人
は
此
方
面
に
於
げ
る
本
邦
笹
皐
者
の
、
努
力
積

ま
れ
ん
こ
ご
を
希
望
す
る
ご
共
に
、
拝
金
主
義
〉

E
E
S
E
E耳
切
の
現
代
に
於
て
・

一均子

ら
す
、
健
康
も
亦
金
な
'p
、

一
切
の
人
々
が
「
時
の
み
な

一
旦
之
を
損
は
ん
か
、
金
ゐ
れ
ば

Z
て
元
の
健
康
を
、
取
戻
す
肉
も
な
し
」

Z
説
付

る
、
河
口
ω
民
ロ
の
数
訓
を
銘
心
し
た
ら
ん
に
は
‘

如
何
に
幸
↓
加
な
る
べ
き
か
を
却
は
す
ん
ば
非
す
。

か
〈
て
本
来
的
に
は
別
に
嘗
初
よ

h
考
慮
古
る
、
ニ
古
な
か

b
L、

は
る
べ
し
、

(
n
N
R
r
o
t
z
a
r
共
和
間
最
初
白
大
統
領
た
る

9
3
B
P
5
3
E
Z
W
割、一
λ
λ

一
語
也
嗣
に
背
畢
鶴
削
た
り
し

ア
吉
可
飽
に
外
な
ら
令
、

一
可
能
ご
し
て
問

州沖ゆ刷相時伸内嚇郷酬明榊時時榊糊琳耕輔宇醐僻楠伊酬明崎市川らト

世
に
は
確
か
に
遂
行
苫
れ
た
る
自
殺
以
外
仁
、
認
識
の
困
難
を
準
め
行
〈
正
す
べ
き
、
自
業
死
印
。
F
且円。
E
ロ問

の
幾
多
事
例
あ
・
9
、
夫
等
事
例
仁
あ

b
τ
は
個
別
的
に
は
、
生
命
損
喪
の
意
向
を
件
は
宇
、
時
な
ら
ぎ
る
自
然
死

の
結
果
を
生
む
色
、
そ
は
そ
の
底
活
の
賞
際
的
結
果
、
否
各
場
合
に
鹿
色
〈
は
副
衆
的
結
果
ご
し

τ、
認
識
き
る

由
時
四
著
書
ロ
耳
目
。

-zgo丘
己
ω

自国巴

o富
田
昌

25nFEE晶
ι司

B
a
g
g
口

=
E
E
E
p
g・
N
-
u
・
は
自
業
死
を
尉
義
の
自
設
、

狭
義
に
よ
れ
る
岡
有
白
白
苧
乞
、
之
が
特
例
と
せ
る
も
、
そ
は
由
設
に
樹
立
す
べ
き
白
業
死
な
り
)
か
、
る
事
例
に
敷
ふ
べ
き
は
、
戒
は

高
術
な
る
一
目
的
を
達
す
る
た
め
に
な
古
る
ぺ
〈
、
倫
理
上
高
〈
評
侵
す
べ
き
自
己
犠
牲
、
特
に
死
の
危
険
を
胃

論

量豊

自
殺
統
計
論

第
二
十
一
倍

第

擁

) 
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5指

議

= 
) 

自
稜
肱
計
論

第
二
十
-
魯

(鈷一一拙

せ
る
他
人
の
生
命
救
助
(
職
場
に
於
け
る
勇
士
の
賭
死
、
輔
柿
的
過
勢
に
よ
る
生
命

Z
阻
害
、
生
命
。
危
険
を
目
せ
る
誼
難
行
錫
)
或
は
之

ご
異
れ
る
方
面
に
於

τ、
生
命
の
危
険
を
伴
ふ
〈
き
種
牢
の
過
度
享
楽
(
特
に
酒
精
飲
料
及
性
m
m
u
享
キ
占
)
な
h
、
此
穏

の
漁
期
苫
れ
ゲ
る
自
業
死
は
、
凡
で
自
殺
統
計
上
問
は
る
、
こ
ピ
な
し
、
叉
時
甥
ら
十
之
を
統
計
に
正
る
こ
ど
は
、

賞
際
上
塗
げ
得
ぺ
き
に
非
る
吋
し
、

百
れ
ど
一
定
の
場
合
に
は
特
に
注
意
L
て
仕
組
ま
れ
た
る
凶
畿
の
統
計
、
及

こ
の
槻
勤
の
下
意
義
多

L
E
す
べ
き
特
別
死
因
統
計
中
、
之
が
た
め
に
特
別
の
一
除
地
閃
か
る
、
こ
ご
あ
ら
、
後

の
貼
に
つ
き
般
A
T
ば
瑞
士
の
死
因
統
計
上
、
酒
精
中
毒
を
特
定
の
個
別
疾
病
の
、
基
本
原
因
正
し
て
詳
査
せ
ん
ご

僑剰購雨時轍鮒鮒桝吻即物~r，;~糊，~句弘同身議"~'，t-'，~¥;.山一一 日ー + 

す
る
の
試
み
は
注
目
の
値
あ
h
J
、
か
、
る
凶
趨
及
死
因
の
特
殊
統
計
一
炉
、
打
立
て
ら
る
、
こ
吉
愈
々
多
量
に
従

ひ
、
帰
来
二
次
的
道
徳
減
計
論
の
材
料
を
之
に
仰
「
の
可
飽
も
、
従
来
に
比
し
一
層
康
き
範
閣
に
及
ぼ
き
る
、
こ

正
、
な
る
ぺ
し
。

所
期
の
目
的
を
逮
せ
F
b
し
自
殺
未
遂
の
大
量
現
象
は
、
遂
行
さ
れ
た
る
自
殺
の
大
量
現
象
に
、
倫
理
上
直
措
置

に
接
近

L
、
そ
の
周
闘
に
銭
が

h
存
在
す
ご
す
べ
き
所
に
し
て
、
そ
は
完
全
に
一
衣
的
道
徳
統
計
論
の
範
囲
に
蹄

す
ぺ
〈
、
特
に
自
殺
統
計
の
域
大
吉
れ
た
る
範
囲
に
蹄
す
ぺ
し
。
索
よ
h
自
殺
未
途
に
あ
り
て
は
、
是
の
事
貨
を

査
定
す
る
こ
ご
・
途
行
宮
れ
た
る
自
殺
に
於
け
る
よ
b
も
一
一
層
困
難
な

h
、
蓋
し
自
殺
の
意
向
あ
h
L
や
否
や
の

診
断
は
、
{
世
間
。
耳
目
主
主
醐
す
る
が
如
，
、
、
知
れ
龍
司
令
C

と
な
し
と
せ
ば
)
極
め
て
困
難
な
り
、
特
に
又
官
臓
に
於
て
そ
の
事

世母宅



件
を
記
録
し
、
統
計
上
之
を
利
用
す
る
の
目
的
を
遼
せ
し
む
る
ニ
ぜ
は
、
屠
h

符
望
み
得
F
る
を
以
て
な
b
o
尤
も

此
困
難
に
樹
立
す
〈
き
一
困
難
は
、
望
を
迭
し
た
る
自
殺
に
つ
き
て
も
慈
起
古
る
、
卸
も
そ
は
死
の
結
果
を
生
す

日
、
き
も
、

炉
、
る
結
果
が
相
嘗
時
日
経
過
後
に
惹
起
き
る
、
場
合
、
特
に
自
殺
的
行
錯
が
そ
の
初
め
は
永
〈
継
続

す
べ
き
衰
弱
正
し
て
現
は
る
、
に
過
ぎ
F
る
も
、
後
に
死
に
終
る
ぺ
き
も
の
に
よ
り
惹
起
き
る
、
場
合
は
然
り
、

か
、
る
場
合
に
は
最
早
之
を
自
殺
て
ふ
死
因
中
に
録
す
べ
き
に
非
争
、
道
徳
統
計
的
希
望
の
立
場
よ
h
せ
ん
か
、

か
、
る
事
例
を
自
殺
未
遂
ご
し
て
録
し
、
叉
出
来
待
べ
〈
ん
ば
之
に
「
引
績
〈
側
康
地
損
を
伴
へ
る
」
ご
附
言
す
る

を
正
嘗
芭
せ
ん
、
巴
威
里
に
あ
り
て
は
死
が
自
殺
行
錦
後
三
日
以
上
、
経
過
せ
る
後
に
惹
起
き
る
、
諸
事
例
を
、

盛
事
統
計
表
上
最
単
自
殺
ご
し

τ取
扱
は
や
。

四
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自
殺
未
遂
の
統
計
は
今
宵
極
め
て
幼
稚
な
・
9
、
従
ひ
て
自
殺
統
計
の
結
果
に
闘
す
る
叙
設
は
、
殆
ん
刊
と
杢
〈
途

行
き
れ
た
る
自
殺
に
限
ら
晶
、
の
外
な
し
、
而
し

τ自
殺
の
多
少
を
考
ふ
る
に
つ
き
て
は
、
先
づ
自
殺
行
柏
崎
に
出

づ
る
こ
子
炉
』
、
僚
ら
し
む
べ
き
諸
動
機
を
一
瞥
す
る
を
可
ぜ
せ
ん
、
比
鮎
に
つ
き
第
一
に
皐
ぐ
べ
き
は
、
生
命
に
・

闘
す
る
天
性
の
愛
な
b
、
之
あ
る
が
た
め
に
刑

ω言
渡
し
を
受
け
、
死
刑
の
執
行
を
待
て
る
犯
人
吉
へ
も
、
そ
の

4
J
t
r
 

徐
生
ご
し
て
姥
苫
れ
た
る
数
時
間
叉
は
数
日
の
命
守
惜
む
に
至
る
、
生
命
の
愛
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
異
性
な
b
、

そ
は
必
一
千
し
も
個
人
に
t
h
て
の
生
存
の
外
劇
償
値
に
よ
h
て
測
ら
れ
十
、
否
普
通
に
之
に
よ
ち
て
は
測
ら
れ

、

論

諜

第
二
寸
一
審

) 

(
第
二
世

自
積
統
計
諭



F 

第
二
十
一
審

(
第
-
貌

三
回
)

品布

白
設
統
計
論

四

議

?
、
そ
は
米
国
の
劣
等
印
度
民
族
史
認
2
Hロ
島
自
又
は
閃
O
ロ
刷
。
の
盟
副
人
ド
ピ
'
り
て
も
、
有
繭
な
る
欧
米
関
化

り
民
に
於
り
る
記
、
少
〈
ご
も
岡
じ
程
度
に
強

L
、
次
に
智
能
ゐ
る
者
の
聞
に
あ
b
て
は
、
宗
教
的
性
向
ゐ
る
古

否
と
を
問
は
や
、
他
人
に
謝
す
る
義
務
戚
念
ゐ
る
こ
子
宮
皐
「
ぺ

L
、
唯
宗
滋
的
に
厳
格
な
る
者

ω閥
に
ゐ
b
て

は
、
墓
の
彼
方
に
於
け
る
刑
剖
を
怖
る
、
而
し
て
こ
は
自
殺
に
聾
す
る
有
力
叉
主
要
な
る
牽
制
カ
た
る
こ
正
は
、

統
計
に
よ
h
示
き
る
o

而
し
て
之
を
近
川
の
文
明
界
に
つ
き
て
鬼
る
に
、
自
殺
は
利
己
的
自
殺
の
性
質
を
帯
び
、

之
が
例
外
ゐ
ム
ツ
正
す
る
も
‘
そ
は
漸
究
そ
の
跡
を
絶
つ
の
扶
ゐ
b
、
詳
言
す
れ
ば
個
人
的
に
生
存
じ
耐
へ
ぎ
る
に

至
h
L
結
果
、
生
命
を
絶
つ
に
至
る
べ
き
も
の
な
り
、
古
文
明
界
特
に
亜
細
亜
の
古
文
明
界
に
あ
h
τ
は
、
利
他

的
自
殺
換
言
す
れ
ば
.
国
民
の
最
善
又
:
紳
紙
の
讃
美
を
け
的
ピ
す
る
白
書
、
印
ち
高
向
な
る
道
徳
的
自
決
心
に

基
づ
〈
所
詞
白
裁
は
弘
C
普
及
し
、
又
共
同
般
に
よ
ち
強
〈
個
人
主
義
全
制
す
る
が
如
き
、
形
式
に
よ
る
自
殺
は

行
は
れ
・
俄
A

廿
ば
老
人
、
寡
婦
、
従
者
、
武
士
等
に
よ
・
り
、
捕
時
制
目
さ
れ
た
る
自
殺
の
風
包
を
、
柔
順
に
守
る
が
如

き
形
式
に
よ
h
行
は
れ
た

h
、
諸
原
始
民
族
に
あ
h
て
も
亦
利
他
的
自
殺
の
特
殊
痕
跡
あ
h
、
然
る
に
娩
近
文
明

界
に
あ
り
て
は
か
、
る
自
殺
ゐ
h
ご
し
て
も
、
之
が
m
綱
吉
告
知
を
見
る
に
過
ぎ
や
，
、
股
A
T
ば
哀
れ
な
る
病
人
が
、

自
己
の
た
め
仁
家
族
に
心
配
を
掛
〈
る
こ
芭
を
、
気
の
毒
ご
し
て
自
殺
し
、
保
険
金
を
奥
へ
ん
が
た
め
に
自
殺
す

る
が
如
き
然
b
t
離
も
、
是
等
の
事
貨
を
自
殺
動
機
叉
は
原
因
の
統
計
上
、
明
か
に
せ
ん
ご
す
る
は
難
し
、

ば
E
τ
F
H
r
Eミ
が
鞭
近
自
殺
統
計
上
窺
は
る
べ
き
自
殺
に
つ
き
、
倫
理
上
決
定
的
な
る
印
象
ど
す
ぺ
き
は
‘
自

き

れ

cf. The Encyclopedia Americana， op. cH. 
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か
、
る
利
己
の
特
別
組
理
想
正
す
べ
き
は
、
共

同
自
殺
特
に
二
人
の
共
同
自
殺
己
し
て
、
同
時
に
行
は
る
、
も
の
、
並
仁
前
に
行
は
れ

L
他
人
の
自
殺
叉
は
自
殺

害
す
る
迄
に
只
管
昂
進
さ
れ
た
る
、
利
己
心
の
集
積
に

b
h
z
L、

未
遂
の
後
を
受
付
、
即
時
仁
行
は
る
べ
き
利
己
的
自
殺
に
あ
hd
己
せ
る
は
、
倫
理
的
評
論
上
郷
断
の
嫌
な
し
ぜ
せ

F
る
か
、
試
み
に
磁
仲
な
る
男
女
二
人
の
共
同
自
殺
、
即
も
情
死
丈
り
に
つ
き
て
見
る
も
、
之
を
以

τ菱
商
に
借

金
ゐ
h
、
又
は
父
児
の
目
を
忍
び
て
正
調
ふ
が
如
き
、
事
情

ωた
め
「
互
に
身
の
置
蕗
も
な
い
、
意
気
地
な
L
が

デ

グ

れ

ム

出
喰
し
て
、
夢
が
夢
中
に
抱
合
ひ
し
血
迷
ひ
の
県
」
正
、
罵
倒
す
る
者
あ
る
ま

2
共
に
、
「
臨
舶
を
以
て
飾
れ
る

人
生
中
に
、

只
こ
れ
織
は
一
酬
率
一
な
る
愛
の
械
、

そ
の
副
閣
の
た
め
愛
の
た
め
に
虚
偽
多
量
人
生
を
、
犠
牲
仁
供
せ

ど
し
て
の
特
別
取
扱
を
、
自
殺
に
施
す
に
及
ば
宇
ピ
せ
る
程
な
b
、
(
批
合
統
計
論
綱
再
版
六
二
回
頁
参
照
)

古
れ
ば
之
に

'~t 小崎鰍叫蜘州聯智明嚇轡桝輔榊拠耕輔納典噛輔場駒場棚網糊榊制，\，>~，~れ十"

-9
」
E
欄
識
す
る
者
ゐ
る
ご
の
一
大
相
違
ゐ
h
、
(
大
正
元
年
村
上
浪
六
若
人
同
事
六
三
頁
以
下
審
理
況
し

τ
一
般
自
殺
に
つ

き
右
の
如
(
簡
単
に
、
評
論
し
去
る
は
穏
嘗
な
ら
や
't
考
ふ
る
を
以

τ、
以
下
街
少
し
〈
評
論
を
重
ぬ
る
『
』
正
、

す
ぺ

L
。

夫
れ
自
殺
統
計
は
諸
戚
情
及
諸
気
分
の
普
及
、
歓
喜
及
憂
愁
の
普
及
、
卒
気
及
激
昂
の
普
及
に
闘
す
る
一
表
相

を
授
〈
、
卸
も
自
殺
統
計
は
夫
等
心
的
作
用
に
後
せ
る
、
諸
行
錯
を
歎
ふ
る
の
途
を
解
す
る
も
、
夫
等
諸
行
錯
を

郎
座
に
、
不
徳
又
は
有
徳
、
善
叉
は
感
、

正
又
は
邪
ご
分
類
L
得
る
こ

E
な

L
、
現
に

H
E
E
F印
官
官
岡
町
の
如

主
、
自
殺
は
「
道
徳
上
否
枇
曾
倫
理
上
の
特
質
よ
り
せ
ば
、
各
場
合
仁
甚
し
き
不
同
」
あ
る
を
以
て
、
道
徳
統
計
諭

音曲

叢

白
設
銃
計
諭

第
一
一
十
一
を

事

就

宜
) 

ヲ征



~，、
) 

第
二
十
一
巻

(
第
二
師

3尽

t市

議

白
夜
統
計
論

倫
理
的
評
論
を
加
へ
ん
ご
す
る
際
に
は
、
必
予
や
そ
の
時
そ
の
慮
に
通
用
せ
る
・
一
吐
曾
道
徳
様
準
に
照
し

τ之
を

決
す
る
の
外
な
〈
、
否
究
極
に
於
て
は
評
論
者
の
道
徳
観
に
よ
h
て
左
右
せ
ら
れ
、
そ
の
人
生
制
特
に
死
生
嗣
酬
に

よ
h
左
右
せ
ら
る
芭
す
吋
し
。
之
舎
近
時
の
欧
米
に
つ
き
で
見
る
に
、
命
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
資
中
の
資
に
非
す

川知子

吉
、
観
す
る
者
な

L
Z
せ
古
る
も
、
(
本
誌
第
二
十
巻
ヨ
一
六
じ
頁
参
臨
)
評
論
家
は
寧
ろ
命
あ
ム
リ
て
の
物
種
正
視
す
る
を
普

通
正
す
、
ロ
ロ
同
町
ω自
の
慣
正

冨
O
Z
Z

が
一
九

O
九
年
中
、
自
殺
を
以
て

「
岡
民
的
活
力
の
引
汐
」

2
・
5
宮
oa-

国

q
s
r
m
Eロ向
2
2
2
R
E『?目・

5
)
ご
翻
せ
し
は
之
な
h
、
本
邦
明
治
年
間
の
統
計
拳
専
門
家
の
聞
に
、
大
影
響
を

及
ぼ
し
た
る
冨
自

回
目

ω
r
p『
の
如
き
も
、
明
白
仁
同
一
趣
旨
を
言
明
せ
り
・
卸
も
臼
〈
「
完
成
を
期
せ
ん
正

す
る
、
あ
ら
ゆ
る
努
カ
の
必
要
保
件
た
晶
、
身
的
存
在
は
又
一
の
道
徳
的
善
な
り
、
こ
の
生
命
の
保
全
に
努
む
べ

き
行
錯
は
、
一
克
来
動
物
に
も
亦
固
有
な
る
、
自
己
保
存
の
衝
動
よ
り
援
す
る
所
に
し
て
、
そ
の
も
の
ぜ

L
て
は
何

等
道
徳
的
た
ら
干
、

こ
の
生
存
競
争
を
も
亦
道
徳
的
行
縛
た
ら
し
む
、

さ
れ
Y
」
道
徳
的
勇
朱
及
道
徳
的
忍
耐
は
‘

中
小

之
に
反
し
一
切
の
生
命
設
損
は
、
断
然
不
道
徳
的
な
h
」

z。
此
紡
に
闘
し
、
我
邦
に
於
て
も
、
西
洋
思
鶴
を
無

批
判
に
採
入
る
、
人
々
の
間
に
あ
b
て
は
、

か
、
る
槻
想
は
相
嘗
ド
康
〈
行
は
る
、
に
似
た
b
、
現
仁
古
来
各
国

賢
#
聞
の
死
生
嗣
酬
を
‘
治
ね
(
捗
硝
糊
さ
れ
た
る
賄
に
於
て
、
多
大
の
努
力
を
梯
は
れ
た

b
ご
想
は
る
、
、
加
勝
明
堂

氏
「
死
生
問
題
」
(
大
正
十
三
年
同
世
代
六
六
入
頁
)
中
仁
も
日

f
、
「
世
の
自
殺
者
を
見
る
に
、
共
多
〈
は
現
在
の
苦
墳
を

腕
せ
ん
ご
す
る
利
己
主
義
に
出
で
ま
る
は
な
し
、
死
は
人
の
好
む
所
に
あ
ら
す
‘
其
好
ま

F
る
所
に
従
は
ん
ご
す

cf. H.ushoter， 5tatistik 2. Aufl. 55. 474， 471 
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心
裏
の
煩
悶
苦
悩
、
洞
察
す
べ
き
も
の
な
b
t
雌
色
、
進
ん
で
枇
曾
£
脅
闘
す
る
の
勇
な
(
、
道
を
行
ふ
の
心
に

鈍
(
、
自
ら
殺
し
て
濁
り
安
慰
の
地
を
得
ん
正
し
、
震
に
他
を
害
L
人
を
毒
す
る
に
至
て
は
、
其
不
義
不
徳
質
に

甚
し
き
も
の
あ
h
」
吉
、
唯
氏
は
右
引
用
文
中
に
も
明
か
な
る
が
如
〈
、
「
其
多
く
は
」
ビ
の
制
限
を
付
L
、
一
切

マ
少
ム

J
Aフ
h
p
E
フ
ラ
イ

の
自
殺
を
否
認
せ
ら
る
、
に
至
ら
g
b
し
は
、
白
か
ら
用
意

ω存
す
る
所
な
b
、
試
み
に
想
へ
悲
劇
「
蝶
子
夫
人
」

の
女
主
人
公
が
、
貞
節
を
査
し
っ
、
最
後
に
自
殺
す
る
を
看
、
利
己
主
義
ご
せ
ら
る
、
西
洋
人
も
亦
喝
采
し
て
止

ま
F
る
は
何
故
に
然
る
か
を
、
之
を
以
て
単
純
な
る
憐
例

ω
一
表
露
仁
一
過
ぎ
十
正
し
て
、
軽
々
に
許
L
去
る
べ
き

か
、
終
た
義
烈
の
一
閃
時
に
は
彼
等
の
柿
加
を
街
き
、
死
す
る
も
亦
永
遠

ω生
命
あ
h
得
べ
き
こ
ピ
を
、
胡
却
は
十

戚
守

L
h
u
る
が
た
め
な
ら

g
る
か
、
兎
に
角
術
少
L
〈
吟
・
昨
怖
さ
る
べ
き
は
、
東
洋
に
於
け
る
諸
死
生
槻
に
あ
b
、

前

君主

自
裂
統
計
歯

第
二
十
一
巷

ま事

就

4二
〕

七

州脚線側酬脚糊樹齢柳欄柳欄伸機規制時機購糊物蝉部!J!?I¥'.jN>;i?'';'" 今l

吾
人
は
素
よ
ち
か
、
る
問
題
に
深
〈
波
頭
す
る
を
以
て
、
そ
の
分
正
な
す
も
の
に
非
す
正
雄
も
、
自
殺
統
計
問
題

に
交
渉
あ
-h
ピ
考
ふ
る
税
皮
仁
於

τ、
柳
か
之
仁
言
及
せ
ん
か
、

一
例
正
し

τ佐
藤
一
一
碕
(
安
武
一
不
|
安
政
大
年
即
ち

回
抱
一
七
七
ニ
l
一
λ
E
丸
年
)
は
「
邦
人
の
語
録
中
に
於
て
、
白
眉
古
都
す
」
(
井
上
哲
衣
郎
博
士
号
ぺ
{
、
又
彼
が
四
十
ニ

歳
乃
至
八
十
歳
の
生
涯
中
に
成
れ
る
、
そ
の
著
書
言
士
山
四
録
中
の
第
三
輯
た
る
言
士
山
晩
銭
(
六
七
乃
至
ヒ
λ
践
の
作
)
中

レ

9
ナ
リ

a
Mヲ

4
7
H

，

に
臼
〈
、
「
生
是
死
之
始
、
死
是
生
之
抽
将
、
不
ν
生
則
不
死
ヘ
不
砂
研
一
則
不
ν
生
、
生
園
生
、
死
亦
生
、
生
生
之
謂
包
調
、
卸

レ

ナ

リ

ソ

此
]
ピ
、
引
縦
き

τ叉
「
凡
人
忘
a
少
批
之
過
去
-
、
而
闘
a
老
残
之
崎
市
来
-
、
人
情
皆
莫
v
不
砂
然
、
郎
是
晶
一
氏
擁
滋
之
所
=

ヘ
ス
ニ

曲
以
誘
v
人
、
吾
儒
則
在
易
日
、
原
弘
反
弘
、
故
伊
死
生
之
替
、
何
共
簡
易
而
明
白
色
U
設
り
へ
(
之
と
大
同
小



諭

叢

自
設
統
計
論

第
二
十
一
巻

(
A
F

一
説

一↓一入}

A 

異
白
論
旨
位
、
明
治
四
十
年
賀
行
松
山
堂
本
に
よ
れ
ば
、
銑
ニ
ニ
頁
後
峰
六
一
良
三
四
及
四
四
百
に
も
設
か
る
)
そ
の
設
の
基
づ
く
所
易
経
に

ゐ
ム
リ
、
而
し
て
極
力
仰
品
棋
の
来
世
嗣
酬
を
初
け
ん
芭
せ
る
は
、
夙
に
高
瀬
博
士
指
摘
吉
れ
た
る
が
如
L
、
(
同
氏
著
日
本

之
陽
明
串
二
二
回
頁
夢
想
而
も
亦
「
書
官
官
死
生
也
、
隅
睦
死
生
也
、
呼
吸
死
生
也
」
Z
設
け
る
こ

E
、
「
語
紙
は
書
夜
の

如
く
、
壷
夜
は
生
死
の
如

L
」
Z
説
き
し
・
稜
明
道
の
論
旨
に
酷
似
す
る
を
見
、
死
生
一
如
凱
に
つ
き
・

面
働

品
軌
を
攻
め
て
、
他
面
之
を
従
ひ
し
程
朱
の
問
中
風
に
も
、
(
拓
生
問
題
凹
ニ
ニ
頁
参
一
間
)
影
響
苫
れ
た
る
貼
な
L
Z
せ
古
る

を
想
は
や
ん
ば
非
子
、
何
れ
に
し
て
も
我
東
洋
に
あ

h
て
は
、
此
械
の
死
生
観
に
富
め
b
、
而

Lτ
叉
か
、
る
凱

想
の
下
、
有

f
も
高
潔
な
る
義
務
観
念
に
脇
ら
れ
て
は
、
外
聞
の
耽
を
忽
ぴ
っ
、
生
を
倫
み
、
克
〈
生
涯
の
大
義

を
全
う
せ
ん
ご
す
る
の
勘
忍
及
沈
勇
を
生
み
易
き
ご
共
に
、
生
の
軽
き
や
鶏
毛
の
如
〈
、
義
の
重
き
や
泰
山
の
如

L
Z
L、
世
を
盆
L
人
を
刺
せ
ん
が
た
め
仁
、
従
容
死
に
就
〈
の
事
例
を
生
む
ぺ
き
は
視
易
き
所
な
h
き
れ
ば
多

年
か
、
る
概
念
営
養
は
れ
来
b
L、
我
邦
現
時
の
自
殺
に
就
き
て
も
悉

f
利
己
的
た
h
t
論
断
し
去
る
の
軽
卒
な

る
を
袋
す
吋

f
、
そ
の
間
身
を
殺
し
て
仁
を
な
す
ご
す
吋
き
が
如
き
事
例
‘
会
〈
存
せ
宇
ご
す
る
を
得
ん
や
、
而

し
て
そ
は
自
殺
動
機
の
周
到
な
る
研
究
に
よ
h
明
か
に
す
る
を
得
べ
(
、
統
計
的
研
究
に
よ
b
て
も
そ
の
目
的
を

遣
す
る
の
望
、
皆
無
な
b

t
な
さ
uv

る
の
み
な
ら
歩
、
特
に
叉
心
理
的
批
曾
的
病
理
の
臨
床
に
も
嘗
へ
待
ぺ
話
、

理#実車内~

例
別
標
本
詳
奄
の
方
法
仁
よ
b
達
し
得
べ
き
所
な
h
。
素
よ
b
自
殺
の
事
例
中
に
は
、
生
命
の
曾
重
す
べ
き
を
深

{
想
は
守
、
別
に
道
徳
的
動
機
を
件
ム
こ
正
な
〈
、
島
一
事
の
た
め
に
輯
キ

L
〈
そ
の
生
命
を
絶
つ
に
至
る
の
、
例



あ
る
ぺ
き
こ
ぜ
も
否
定
す
ぺ
き
に
非
争
、
殊
仁
本
邦
家
族
制
度
の
遺
風
に
伴
ム
、
短
所
に
煩
は
き
れ
て
自
殺
す
吋

寺
、
婦
人
に
こ
の
勢
あ
る
べ
き
こ
言
を
想
は
や
ん
ば
非
す
、

か
〈
生
命
を
韓
親
す
る
の
風
は
、
支
那
に
ゐ
り

τは

殺
見
の
頒
紫
、
乞
食
報
調
、
並
仁
無
雑
作
仁
行
は
る
、
死
刑
執
行
仁
も
、
示
き
る
、
所
な
る
が
.
多
f
の
人
は
叉

同
じ
気
分
に
駆
ら
れ
て
、
輯
々
し
〈
浮
世
を
拾
っ
、
特
に
大
家
族
生
活
に
於
げ
る
事
情
の
筏
雑
、
就
中
姑
に
叫
到
す

る
新
婦
の
奴
隷
的
地
位
を
厭
ひ
て
、
自
殺
す
る
婦
人
は
多
し
、
こ
は
か
の
男
子
の
創
意
に
係
b
、
婦
人
に
よ
り
何

等
改
め
ら
る
、
こ
Z
な
か
り
し
、
寡
婦
殉
死
の
風
細
目
ご
共
に
、
別
に
男
暗
号
主
義
冨

E
E一
日
ロ
宮
自
の
蘇
ら
す
一
弊
風

鵡
し
得
吋
き
所
な
・
9
帥
そ
の
外
支
那
に
於
り
る
自
殺
の
一
部
は
、
働
敢
に
影
響
せ
ら
る
ご
す
べ
き
も
の
あ
り
、
即

も
通
俗
的
説
教
に
於
て
‘
精
強
の
輪
廻
に
重
昨
怖
を
附
奥
し
、
現
世
の
悪
行
は
来
世
の
化
身
上
悪
果
を
生
じ
、
善
行

は
良
巣
に
よ
b
酬
は
る
ぺ
し
ご
す
る
の
宗
激
は
、
自
殺
の
防
止
力

E
L
て
有
力
な
る
能
は
争
、
深

f
惣
は

F
る
者

*
*
 

は
寧
ろ
か
、
る
信
念
に
廟
ら
れ
、
来
世
の
幸
踊
を
夢
み
て
自
殺
を
行
ム
に
至
る
、
我
邦
の
仰
品
棋
は
安
心
立
命
を
訓

へ
τ、
自
殺
を
防
止
せ
る
の
例
寧
ろ
多
か
る
ぺ
き
念
、
信
十
る
者
な
b

E
雌
も
、
以
上
競
〈
が
如
き
事
例
も
な
し

正
せ
f
d

る
吋
〈
-
時
に
世
間
墓
に
も
未
来
の
一
議
託
生
を
夢
み
て
、
前
途
有
望
な
る
生
涯
を
絶
つ
の
情
死
者
は
、

A

守

も
術
な

L
t
せ
古
色
ん
、
此
蜘
に
つ
き
目
前
の
剃
那
に
生
き
ん
ピ
す
る
の
欲
求
強
〈
、
未
来
凱
を
有
せ

F
る
朝
鮮

男
女
に
、
情
死
な
し
E
せ
ら
る
、
は
{
大
正
八
年
二
月
十
日
日
出
新
聞
占
静
岡
)
之
が
典
味
ゐ
る
艶
照
た
る
を
想
ふ
。

茸

第
一
一
十
一
巻

第

量E

言高

議

自
裂
統
計
論

ずt
) 

1L 

特 cf.1. D. Ball， op. cit.， p. 664; Ross， The principles 0/ Sociology， p.民79
長持 cf. &11. op目 cit. 
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川

叢

古島

観足

問
。
)

第
二
十
一
答

凹
O 

諦

白
裂
統
計
論

自
殺
統
計
は
そ
の
統
計
上
、
賞
際
に
起
れ
る
事
例
を
悉
〈
網
羅
せ
る
こ
正
を
、
仮
定
L
得
べ
き
場
合
に
あ

b
τ

も
、
そ
は
多

f
は
白
書
観
念
に
親
し
む
迄
に
昂
進
さ
れ
た
る
、
利
己
心
に
促
さ
れ
、
批
品
目
病
理
朕
越
正
し

τの
之

が
特
別
現
象
と
な

b
て
現
は
る
ぺ
き
、
幾
多
波
紋
の
一
部
分
丈
り
を
認
識
せ
し
む
る
に
過
5
4
7
、
各
個
人
生
存
上

の
諸
印
象
に
本
づ
き
て
、
惹
起
き
る
べ
き
か
、
る
固
有
山
肌
曲
胞
の
気
分
及
気
風
は
、
個
人
の
精
神
的
神
経
質
的
素
質

に
よ
h
J
τ

も
助
長
せ
ら
る
べ
き
E
共
に
、
特
に
叉
耐
曾
上
そ
の
仰
人
に
接
胸
す
べ
き
仲
間
が
、
同
保
な
る
敏
戚
叉

奥
憤
の
扶
況
に
ゐ
る
が
た
め
に
、
伸
張
主
る
べ
き
所
な

h
、
夫
れ
自
殺
も
般
に
そ
れ
白
健
ピ

L
て
、
乱
批
曾
生
活
の

意
識
あ
る
一
現
象
な
り
、
そ
は
人
口
の
一
部
に
身
飽
上
叉
は
歴
史
的
の
頒
康
ゐ
・
9
、
不
建
金
あ
る
悲
槻
主
義
者
普

及
し
、
又
一
時
代
を
奉
げ
意
志
薄
弱
な
る
の
一
表
明
記
る
こ
芭
あ
b
、
古
羅
馬
帝
国
の
分
裂
、
帝
政
時
代
末
期
の

腐
敗
せ
る
気
風
に
は
、
自
殺
の
頻
繁
穏
度
増
進
を
件
へ

b
ピ
論
す
る
人
ゐ
h
・
(
耐
令
ば
富
山
一
E

コr
目
前
掲
書
)
奈
破
掛

に
よ

b
彼
服
苫
れ
た
る
古
獅
迎
闘
の
、
過
度
に
刺
戟
さ
れ
た
る
敏
戚
性
及
軟
弱
は
、
。
o
a
r
o
の
作

ヨロ
E
E

昌
也
ω

円。7
申
の
一
人
物
た
る
、
若
き
巧
2
r
2
の
背
憎
仁
引
っ
り
ら
れ
、
幾
多
の
自
殺
相
次
い
で
起
れ
る
の
事
貨
に

よ
与
、
廃
ら
〈
は
砂
川
r

ら
宇
徴
表
せ
ら
る
、
新
〈
の
知
〈
一
代
に
於
け
る
髄
質
類
廠
R
A
枇
曾
的
旗
康
は
、
軽
々
し

*
 

〈
白
か
ら
死
を
求
む
る
の
気
風
に
現
は
る
、
而
し
て
か
、
る
娘
態
そ
の
も
の
に
つ
き
て
は
、
統
計
上
之
を
精
密
に

捕
捉
し
得
ぺ
き
に
非
十
、
く
-
O
E口
問
自
の
如
き
は
か
、
る
放
践
を
指
し
て
、
幾
分
か
阪
昧
仁
「
没
性
自
殺
」
ど
呼
ぴ
、

「
病
的
現
象
が
病
理
的
個
別
事
例
正
し
て
、
吾
人
ド
よ
h
蓮
池
せ
ら
る
、
際
、
之
を
急
性
ピ
呼
ぞ
』
正
丈
け
を
銘

cf. Wadler， op. cit.， S. 660 
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記
す
る
の
要
ゐ
り
、
之
に
反
[
漫
性

τふ
語
は
、
有
機
健
が
衰
弱
し
、
高
一
之
に
何
等
の
治
方
を
施
主
宇
ピ
せ

ば
、
そ
の
有
機
慢
は
漸
次
に
減
落
し
行
〈
ぺ
主
、
恒
久
的
病
拙
胞
を
示
す
、
・
;
:
・
・
か
(
τ
叉
吾
人
は
知
覚

z
a
る

個
別
自
殺
を
急
性
ピ
呼
ぴ
得
ぺ
〈
、
漫
性
自
殺
は
人
身
及
全
国
民
共
同
憧
の
、
思
慮
及
性
情
に
根
一
克
す
」

Z
設
け

中
小

b
.
2
れ
Y
」
諸
程
度
に
よ
る
自
殺
へ
の
気
運
(
〈
喜
ヨ
は
菰
に
も
前
に
白
波
未
認
に
つ
き
て
、
使
用
せ
る
と
同
一
騎
凹
巴

E
Z『宇

宮
崎
両
国
間
を
使
用
せ
る
も
、
膏
人
は
匝
一
加
を
明
か
に
す
る
た
め
此
語
を
壌
と
存
在
す
る
の
奴
態
そ
の
も
の
は
、
未
だ
自
殺
芭
す
ぺ
き

に
非
守
、
唯
そ
は
枇
曾
的
自
殺
踊
の
兆
た
る
や
確
か
な
h
、
吾
人
は
之
を
計
数
上
そ
れ
白
抽
出
正
し
て
捕
捉
す
る
を

但
宵
，
さ
る
も
、

か
、
る
肺
患
の
緩
急
が
、
そ

ω賞
現
に
よ
h
「
急
性
L

自
殺
ピ
な
b
て
現
は
る
べ
己
も
の
ご
、
特
殊
の

比
例
閲
係
に
立
つ
吋

L
Z
仮
定
す
る
は
、
不
嘗
に
非
る
ぺ

L
。

ー，、

時
及
蕗
に
よ
h
回
調
る
べ
き
自
殺
の
賃
況
に
つ
き
、
特
に
意
義
に
富
め

h
E
す
吋
き
は
、
岡
家
及
品
品
曾
の
之
に
卦

す
る
態
度
な

b
、
而
も
亦
此
駄
に
つ
き
自
殺
仁
劃
す
る
岡
家
の
態
度
よ
ち
も
、

一
屠
決
定
的
仁
立
入
る
べ
き
は
、

峻
烈
な
る
判
断
を
下
す
べ
き
殺
曾
の
見
解
な
b
、
蓋
L
自
殺
及
自
殺
未
遂
を
刑
法
に
よ
h
罰
す
べ
き
闘
は
、
例
外

に
過
ぎ

F
れ
ば
な
b
、
今
此
舶
に
つ
き
少
し
〈
史
的
考
察
を
試
み
ん
か
、
腫
史
上
既
に
古
代
の
文
献
に
於
て
、
自

殺
の
例
に
接
す
る
こ
ど
額
繁
な
b
、
き
れ
H

と
そ
は
生
存
倦
怠
よ
り
自
殺
仁
遁
げ
場
を
求
め
た
る
仁
非
す
し
て
、
寧

ろ
戦
争
及
内
乱
じ
際
L
、
一
屠
世
づ
べ
き
死
を
逃
れ
ん
た
め
、
叉
は
そ
の
伴
侶
ピ
共
に
死
せ
ん
が
た
め
た

b
、
時

前

叢

(
第
一
瞬

自
裂
統
計
論

第
ニ
十
一
審

回

) 

回

cf. Ottingen， Ubcr akuten und chronischen Selbstmord.' 181 S. 8; fcrn-
er Ders.， Moralstatistik， 3. Allfl. '83 S. 738 
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論

叢

自
稜
統
計
諭

第
二
十
一
巻

第

披

四

) 

四

ピ
し
て
そ
は
叉
綬
面
を
粧
へ
る
死
刑
た
・
り
き
、
羅
馬
共
和
制
の
末
期
に
近
づ
き
、
叉
帝
政
時
代
に
歪
b
、
頒
臨
臓
の

表
明
正
し
て
、
自
殺
増
加
し
た
ら
ん
ニ
ご
は
蓋
然
的
に
想
像
せ
ら
れ
、
現
に
叉
之
を
主
張
せ
る
者
あ
る
は
前
記
せ

る
が
如
〈
な
b
t
雄
も
、
判
然
立
謹
き
る
、
こ
己
な
し
、
統
計
翻
袋
を
全
(
繰
り
ば
な
b
、
書
籍
中
の
諸
事
例
を

本
Z
し、

か
、
る
判
断
を
下
す
ご
き
は
、
税
涯
の
美
文
率
的
著
書
を
本
ご
し
、
隊
婚
が
甚
だ
頻
繁
な
る
を
・
結
ば

き
れ
ど
中
世
に
あ
h'τ

は
激
曾
の
影
響
に
よ
h
、
自
殺
者
仁

ん
正
せ
る
場
合
ピ
同
時
四
な
る
誇
張
に
陥
ゐ
る
べ
し
、

劃
す
る
厳
重
の
規
定
ゐ
b
し
た
め
、
一
元
来
自
殺
頻
繁
程
度
の
縮
少
に
、
貢
献
せ
る
こ
ご
な
し
正
せ

g
る
ぺ
し
、
自

殺
は
一
犯
罪
ご
し
て
取
扱
は
れ
、
自
殺
者
は
そ
の
遺
物
の
凌
辱
、
川
崎
葬
の
桓
絶
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
た

b
、
中
世
の

末
期
に
至
h
て
は
そ

ω外
、
財
産
の
波
牧
も
屡
々
行
は
れ
た
ち
、
自
殺
未
遂
に
も
亦
財
産
波
牧
の
制
裁
は
付
せ
ら

れ
た
b
、
こ
の
厳
峻
な
る
方
策
は
中
世
終
結
の
後
も
肉
永
〈
綴
り
ら
れ
た

b
、

一
六
人
三
年
の
丁
抹
法
律
書
は
、

自
殺
を
行
へ
る
各
人
が
、
君
主
の
た
め
に
ぞ
の
財
産
を
失
ふ
ぺ
き
こ
吉
、
自
殺
が
疾
病
又
は
後
狂
放
践
に
於
て
、

行
は
れ

g
hし
も
の
ご
せ
ば
、
数
舎
に
も
墓
地
に
も
葬
ら
る
、
こ
ご
な
か
る
べ
き
こ
ご
を
規
定
す
、
蕗
に
よ
b
て

は
財
産
の
一
部
分
の
み
浅
牧
苫
れ
た

h
、
仮
令
ば
巴
戚
旦

7

及
チ
ロ

1
F
に
て
は
、
三
分
の
一
を
波
牧
せ
り
、
備
蘭

励
行
さ
れ
た

h
、
(
一
七
九
O
年
に
歪
り
蹄
品
て
磁
止
す
)

そ
の
他
の
諸
国
じ
み
の
り
て
は
此
方
面
の
規
定
は
一
般
に
直
接
叉

西
に
あ
り
て
は
専
制
的
岡
王
を
利
せ
ん
が
た
め
に
、
貨
物
波
牧
は
そ
の
存
在
を
総
け
、
否
反
ら
〈
は
一
屠
厳
重
仁

間
接
に
厳
せ
ら
れ
、
唯
侮
同
時
前
理
葬
・
丈
け
以
前
永
年
の
問
厳
重
に
維
持
せ
ら
れ
、
責
任
能
力
な
君
自
殺
者
に
つ
き

守

r 、



て明

τ苫
へ
も
屡
々
之
を
適
用
せ

h
、
自
殺
未
遂
に
つ
き
て
は
飯
に
そ
の
以
前
よ
b
、
財
産
設
牧
を
行
は

F
る
こ
ご
さ
な

b
し
も
、
岡
田
A

廿
ば
縄
逸
に
於
け
る
が
如
〈
、
身
髄
懲
役
そ
の
他
の
仕
方
に
よ
b
之
を
懲
剖
L
た
る
の
例
ゐ
h
・
最

後
に
第
十
八
世
紀
の
中
葉
以
来
は
、
自
殺
者
を
盆
々
寛
大
に
過
す
る
に
歪
h
、
侮
辱
的
地
葬
も
多
f
は
金
〈
厳
せ

ら
れ
、
唯
自
殺
者
を
原
則
ご
し
て
私
か
に
葬
h
、
叉
は
屍
慢
を
解
剖
に
付
す
る
こ
ピ
、
せ
る
の
み
た
h
主
、
さ
れ

y
』
か
、
る
規
定
も
亦
底
せ
ら
れ
し
こ
ご
も
珍
L
か
ら
す
、
般
A
T
ば
丁
抹
に
て
は
一
入
六
七
年
の
教
務
省
省
令
に
よ

れ
ば
、
自
殺
者
の
家
族
は
葬
式
を
請
求
し
得
ぺ
き
ニ
ご
、
な
れ

h
、
唯
法
師
仁
ゐ
り
て
は
符
詞
を
陳
ぶ
る
の
義
務

注
し
=
せ
る
の
ゐ
な
h
き
、
叉
一
八
二
九
年
以
来
は
自
殺
未
遂
に
謝
す
る
刑
罰
も
、
鹿
せ
ら
れ
た

h
z
翻
じ
得
ぺ

〈
、
唯
他
人
の
自
殺
を
載
別
せ
る
者
は
罰
せ
ら
品
、
現
今
例
外
ざ
し
て
自
殺
を
一
犯
罪
ご
せ
る
も
の
に
、
英
聯
合

王
同
ゐ

h
、
組
育
洲
も
米
国
中
に
て
、
自
殺
未
途
を
一
犯
罪

t
L
て
告
訴
す
イ
き
唯
-
の
洲
な
h
、
英
図
臨
即

γ

は
通
常
島
田
狂
中
の
自
殺
に
、
百
一
n
E
o
τ
ふ
誌
を
用
ゐ
、
精
神
に
異
放
な
き
人
の
自
殺
に
、

E
o
ム
ml
月
て
ふ
訟
を

使
用
す
る
も
、
法
規
上
は
右
ニ
語
聞
に
何
等
の
匝
別
ゐ
る
こ
ピ
な

L
、
叉
賞
際
に
あ
り
て
は
英
米
共
に
、
槍
屍
陪

審
員
は
そ
の
行
錦
が
後
狂
の
結
果
な
h
J
ピ
の
決
定
を
、
殆
ん
ど
不
艇
に
奥
へ
て
遺
族
の
気
を
休
む
、
英
闘
に
て
も

従
前
に
あ
h
て
は
、
自
殺
者
の
財
産
を
皇
室
に
波
牧
す
る
こ
正
、
せ
る
が
、
そ
の
刑
罰
が
最
後
に
鹿
せ
ら
る
、
二

吉
、
な
・
9
し
は
一
人
七

O
年
に
あ
h
・
さ
れ
ど
壬
の
年
・
究
以
前
に
も
阪
に
永
年
の
閥
強
行
せ
ら
る
、
ニ
ピ
な
か
り

き
、
叉
自
殺
者
の
侮
辱
的
埋
葬
に
閲
す
る
風
朝
日
も
存
し
た

b
正
雄
も
、
此
風
刺
闘
を
守
、
り
し
最
後
は
一
入
二
三
年
に

あ
h
、
唯
英
闘
々
数
々
舎
は
正
気
の
自
殺
者
に
つ
き
、
今
日
も
基
督
教
式
葬
式
を
行
ふ
こ
子
宮
桓
仏
叫
(
未
完
}

論

議

自
設
統
計
論

第
二
十
一
巻

(
弟
一
一
揖

凹

匹1

cf. Wesle唱'aard，Die Lehre von der Mortali品tund Morbilit忌t，:J. Aufl 

'01 SS. 643， 644 
cf. The Amer. Encyc.， op. cit; Harm訓 'orth.op. cit目
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